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 ◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

１
０

月
２

９
日

(
月

)
 
 

晴
 
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
大

江
加

予
子

・
徳

子
、

畑
林

清
子

、
 

高
階

美
根

子
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
名

。
 

 
 三
井

寺
か

ら
宗

祖
智

証
大

師
の

ご
命

日
に

遺
徳

を
偲

ぶ
御

正
忌

会
法

要
の

ご
案

内
と

三
井

古
流

煎
茶

会
へ

の
ご

招
待

が
毎

年
あ

り
、

し
ば

ら
く

ご
辞

退

し
て

い
ま

し
た

が
、

平
素

よ
り

ご
支

援
ご

指
導

を
賜

っ
て

い
る

こ
と

等
も

あ

り
参

列
・

拝
観

す
る

事
に

し
た

。
 

沖
﨑

車
は

、
大

江
・

畑
林

・
川

島
宅

に
迎

え
に

来
て

下
さ

り
、

鵜
殿

５
時

５
０

分
に

出
発

し
、
７

時
半

過
ぎ

に
紀

北
Ｐ

で
高

階
さ

ん
を

乗
せ

、
伊

勢
道
・

安
濃
S
A
に

７
時

４
０

分
頃

に
着

き
小

休
止

。
新

名
神

道
を

経
て

名
神

道
・
大

津
IC

で
降

り
て

、
三

井
寺
( 園

城
寺
) 正

面
駐

車
場

に
９

時
前

に
到

着
。
 

仁
王

門
横

の
拝

観
受

付
で

「
御

正
忌

会
出

席
」

を
告

げ
て

通
り

、
金

堂
へ

の
階

段
前

か
ら

左
寄

り
に

進
む

と
唐

院
参

道
が

在
り

、
右

上
に

三
重

塔
が

見

え
る

。
唐

院
の

四
脚

門
を

通
り

灌
頂

堂
前

庭
左

横
に

受
付

が
あ

り
、

９
時

１

５
分

一
番

最
初

に
お

供
え
( 五

万
円
) と

記
帳

を
す

る
。

ピ
ン

ク
リ

ボ
ン

と
昼

食
券

が
渡

さ
れ

、
リ

ボ
ン

を
付

け
る

。
 

 
 

 

仁
王

門
前

横
に

て
 

 
 

唐
院
( 四

脚
門
) へ

の
参

道
 

受
付

後
・

リ
ボ

ン
付

け
る

御
正

忌
会

法
要

は
、

１
０

時
か

ら
な

の
で

各
自

が
境

内
を

拝
観

す
る

。
女

性

陣
は

、
西

国
第

１
４

番
札

所
「

観
音

堂
」

の
御

朱
印

記
帳

に
行

か
れ

、
川

島

は
一

切
経

蔵
・

熊
野

権
現

社
・

弁
慶

鐘
・

閼
伽

井
屋

・
金

堂
・

三
井

の
晩

鐘

を
拝

観
し

て
戻

り
、
受

付
に

居
ら

れ
た

福
家

俊
彦
執

事
長

に
ご
挨
拶

を
す

る
。
 

灌
頂

堂
正

面
と

右
に

参
列

者
の
テ

ン
ト

が
在

り
、
我
々

は
右
テ

ン
ト

内
の

椅
子

に
着

席
し

た
。
 

１
０

時
よ

り
福

家
英
明
長
史
猊

下
を

導
師

に
衆
僧

が
、

大
師

堂
宝

殿
に
入

堂
し
僧
讃

さ
れ

、
同

時
に

灌
頂

堂
で

三
井

古
流

煎
茶

道
の
点

前
に

よ
る
献

茶

式
が

行
わ

れ
宝

殿
に
献

茶
さ

れ
た

。
 

そ
の
後

出
堂

さ
れ

て
灌

頂
堂

に
入

堂
し

、
福

家
長
史
猊

下
導

師
に

て
法
華

経
等

が
僧
讃

さ
れ

時
折

堂
内

に
散
華

さ
れ

て
い

る
。

１
１

時
前

よ
り

、
参

列

者
約

２
０

０
名

の
ご
焼
香

が
行
わ

れ
、

智
証

大
師

の
遺

徳
を

偲
ぶ

法
要

が
厳

修
さ

れ
１

１
時

１
５

分
頃

に
導

師
・
衆
僧

が
灌

頂
堂

か
ら

出
堂

さ
れ
終
了

す

る
。
途
中

、
真
言
系

の
龍
象

寺
・
浅

井
證
善

師
( 峰

の
友
代
表
) が

一
時

参
拝

さ
れ

て
い

た
。
 

女
性

陣
は

、
堂

内
の
散
華

を
拾
う

。
参

列
者

は
靴

を
脱

ぎ
御
座
敷

に
導

か

れ
て

大
師

堂
に
入

堂
し

、
開
扉

の
国
宝

・
智

証
大

師
坐
像

を
拝
顔

し
、

渡
り

廊
下

を
一
巡

し
て

灌
頂

堂
の
靴

を
脱

い
だ

所
に

戻
る

。
 

 
 

 
 

 
 

熊
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権
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参
列

者
の

ご
焼

香
 

 
 

大
師

堂
入

口
と

灯
明

の
堂

内
 

大
師

堂
内

の
智

証
大

師
像
 

 参
列

者
は

、
駐

車
場

横
の
売
店
・
食

事
処

の
「
風

月
」
に
移
動

し
、
着

い

た
人

か
ら

２
階

へ
上

が
り

上
座

か
ら
順

に
着

席
し

、
我
々

は
真

ん
中
辺

り
に

着
席

す
る

。
昼

食
は
豪

勢
な
精

進
料
理

を
頂

い
た

。
 

し
ば

ら
く

し
て

、
上
座
中
央

に
福

家
長
史
猊

下
( 玉
岡

さ
ん

と
同

い
年

の
９

３
歳
) が

着
席

さ
れ

て
お

ら
れ

る
事

に
気

付
く

。
程

な
く
早

く
着

席
さ

れ
た

上

座
の
方

が
昼

食
を
終

え
て
順
次

退
席

さ
れ

、
福

家
長
史
猊

下
お

一
人

で
食

事

を
さ

れ
て

お
ら

れ
る

。
良

い
機

会
だ

と
沖

﨑
氏

と
ご
挨
拶

に
赴

き
「

新
宮

山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の
玉
岡

さ
ん

か
ら
引
継

い
だ
世
話
人
代
表

の
川

島
で

す
、
来

年

よ
り

沖
﨑

が
世
話
人
代
表

と
な

り
ま

す
の

で
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

」
と
紹

介
と

ご
挨
拶

を
す

る
。

沖
﨑
氏

は
名
刺

を
渡

し
て

ご
挨
拶

さ
れ

る
と

「
当
方

の
若

い
者

が
お
世
話

な
る

の
で
宜

し
く

」
と
言

っ
て

下
さ

る
。
 

昼
食

退
席

時
に

は
、

福
家

俊
彦
執

事
長

に
も

、
沖

﨑
と

一
緒

に
世
話
人
代

表
は

沖
﨑
氏

に
交
代

す
る
報

告
の

ご
挨
拶

を
し

て
退

席
す

る
。
こ

の
世
話
人

代
表
交
代

の
報

告
は

、
今

回
参

列
し

た
理
由

の
一
つ

な
の

で
あ

る
。
 

三
井

古
流

煎
茶

会
の

招
待

券
は

、
川

島
分

の
２
枚
だ

け
で
( 玉
岡

さ
ん
宛

分

手
違

い
で
不
持

参
) あ

る
が

、
４

名
も

受
け
入

れ
て

も
ら

え
る

と
思
う

の
で

女

性
陣

に
茶

会
へ

行
く

事
を
勧
め

た
が

、
今

回
辞

退
す

る
と

の
こ

と
。
 

三
井

寺
は
紅
葉

の
名

所
で

あ
る

が
、
紅
葉

に
は
未
だ
早

い
の

で
、
此
処
や

他
所

に
も
立

寄
ら
ず

に
帰

宅
す

る
事

に
し

た
。
 

帰
路

は
、

沖
﨑

車
を

大
江

徳
子

さ
ん

が
運
転

し
て

、
１

２
時

４
０

分
頃

に

三
井

寺
を

発
ち

、
亀

山
P
A
で

小
休

止
後

、
１

６
時

前
に
帰

新
し

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
川

島
)
 

 

          
 

 
 

 

 


